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１．背景 

WebAssembly (Wasm) は Web ブラウザ上で実行

することを目的に設計された，高速で軽量な低レ

ベルのバイトコードである[1]．Wasm の実行単位

を Wasm インスタンスと呼び，それぞれのメモリ

空間は独立している． 

本稿で用いる 3 つの用語を定義する．確保量は

1 つの Wasm インスタンスが確保しているメモリの

総量である．必要量は実際に利用されているメモ

リ量である．余剰量は利用されていないメモリ量

である．Wasm のメモリモデルには，必要量に応じ

て Wasm インスタンスの確保量は増加するが減少

しないという特徴がある．余剰量を解放するため

には，Wasm インスタンスを再起動する必要がある

が同時に必要量も解放する． 

２．課題 

再起動により Wasm インスタンスのメモリ余剰

量を削減することで，1 つのサーバーへ収容する

Wasm インスタンスの数を向上させたい．しかし，

再起動は Wasm インスタンス内部で保持されたキ

ャッシュも同時に破棄する．そのため，Wasm イン

スタンスのメモリの内訳である余剰量と必要量を

考慮する必要がある．また，余剰量および必要量

は直接取得できないため，他のパラメータから見

積もる必要がある． 

３．関連研究 

Halvorsen らはサービスメッシュにおけるデー

タプレーンへトークンベースの認証と認可を組み

込むアプローチを提案している[2]．プロキシに

Envoy を利用しており，フィルター機構に Wasm を

利用して認証と認可を行っている． 

４．提案方式 

 本提案の目的は，Wasm インスタンスの余剰量を

削減しつつ，キャッシュヒット率の低下を抑制す

ることである．  

 

図 1 提案手法の全体像と TTL の見積もり 

本提案の全体像を図 1 および図 2 に示す．初め



に Wasm インスタンスの起動から 15 分間，再起動

の判定に用いるメトリクスの収集する． 

 

図 2 基準値の決定と再起動判定の手法 

次に Wasm インスタンスの 16KB のページ単位のメ

モリを確保と認可サーバーへの外向けのリクエス

ト数の比を求める．そして，ページの確保が外向

けリクエスト数よりも少なくなった場合に，古い

キャッシュが破棄されたと見なし，その期間を

TTL と判断する．10 分は上限値かつデフォルト値

である．次に求める基準値は，再起動を繰り返し

ても同程度のメモリ確保量になるという見積もり

の値である．再起動は，基準値以上のメモリ確保

量がある場合でかつ，メモリの必要量が減少に転

じ，メモリの余剰量が増加したときに実施する．

これにより，有効なキャッシュの損失を抑えつ

つ，メモリの余剰量の削減が実現できる． 

５．ユースケース・シナリオ 

本稿におけるユースケースは図 3 に示すよう

に，プロキシサーバーの管理者がプロキシサーバ

ーへプロセスをアップストリームで動作するサー

ビスの数だけデプロイする．サービス開発者は，

自分のサービスに対応するプロキシに対して Wasm

による認証・認可のためのフィルターを作成し，

プロキシ上に配置する．プロキシへ配置された

Wasm は HTTP リクエストに応じて，認可サーバー

へ問い合わせ，その結果である認証情報をインメ

モリでキャッシュする．キャッシュには TTL があ

るため時間で破棄される．

 

図 3 提案手法を適用するシナリオ 

そのため，Wasm インスタンス上のキャッシュ量は

リクエスト数にしたがって変動し，メモリの余剰

量が生じる．この時，提案手法を用いることでメ

モリ余剰量を削減可能である． 

６．評価手法 

評価手法では，Wasm インスタンス再起動を実施

しなかった場合と提案手法である Wasm インスタ

ンスの起動時間の上限値を定めそれに従って再起

動させた場合を比較する．同様の HTTP リクエス

トのシナリオを適用し，それぞれのメモリ確保量

とキャッシュヒット率の推移で評価する． 
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